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平成 28年 5月 15日 171 号 

28 年度総会及び誕生会開催 
４月19日（火）しおさいセンターにて「湘南御行会」２8年度総会が開催されました。 

会議は２7年度の事業報告及び２8年度の活動計画の審議を行い、皆さまの賛同を得て案件は全て承認されました。 

総会に引き続き、４～６月生まれメンバーの誕生会を開催しました。該当者は11名。おめでとうございます。 

アトラクションとして、片瀬山宇田川さんのご協力を得て、「スポーツ吹き矢」の実演を披露して頂きました。 

湘南御行会として今後取り入れていきたい、屋内スポーツです。身体への負担も少なく、有望です。 

「そして最後は恒例の大合唱と、にぎやかで和気あいあいの２時間半でした。 

４月から吉岡英子さんが入会されました。皆さま宜しくお願いいたします。 

尚 本年度の役員は次の通りです。 会長；花土昌三  副会長；高橋幸子；岩田克美 会計；菅井和子 

理事；樋口雪子；黒岩芳子；川喜多ユカ；加藤達夫  顧問；鈴木輝夫 監査；関口修道 鈴木輝夫 

今年も楽しい会の運営に努めますので御期待下さい。又御希望もお聞かせくださいネ。     岩田記 

 

富士山周遊！桜めぐりの旅 

くもりの予報、雨でなければ良いとしよう、と藤沢をスタート。２９人を乗せたバスの内、１５人は湘南御行会、

やや静かめな車内、突然富士山が！との声、一斉に目を向けると横にたなびく雲の上にまだ雪の残った黒ずんだ

縞模様の富士がはっきりと姿を見せてくれました。車内も一転にぎやかに。それが富士山一周の間続いたのです

から想定外のラッキーです。 

御殿場のえびせんの里で休憩とお買い物、次は富士吉田のふじざくら、疎林の中に入って行って自然に咲いたじ

みな小さな花弁の桜を楽しみました。そこから２０分ほどでみつばつつじ祭り会場に到着。無料の甘酒、ポップ

コーン、綿あめに皆大満足、６０年ぶりだと懐かしむ人いました。みつばつつじは明るく淡いピンクでかわいい

印象です。昼食は河口湖畔のふなつや、ワカサギとホウトウのお膳でした。本日のメインは富士芝桜まつり見学

です。広大な敷地に８０万株のピンク、白、ストライブ、などの芝桜が見事な文様を描いています。彩としてム

スカリの青色やアネモネの赤系も目につきました。 

目立ったのは日本語以外のお客さんです。入園者の 70％は外国の団体さんだそうです。貢献してますね。 

帰路は富士宮の浅間神社に寄ってから，沼津ショッピングパークで最後のトイレタイムとお買い物。 

富士山と芝桜とお買い物。皆大満足でバスに乗りました。バスの中はいつものように活発に明るい会話と心遣い

が飛び交っていました。楽しい旅でした。  花土記 

 

 花土記 
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今後の主な行事・会合予定
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編集後記 
爽やかな５月。２5 日には恒例の健康ウオー

キングが開催されます。今年の目的地は 

「江ノ島さざえ島」、参加希望者は事前の届け

出が必要です。片道 1時間３キロ程度の、 

みちのりです。ご一緒に爽やかな汗を流しま

しょう。希望者は各班長に申し出ください。

途中までの参加でも良いですから、皆さんふ

るって参加しましょう。   

 

◎５月 18 日（水） 片老連定例会議 

◎５月 19 日（木） 役員会 

◎5 月２5 日（水） 片老連健康ウオーキング 

目的地「江ノ島さざえ島」 

 参加希望者は８時４５分にしおさいセンター集合 

◎5 月 26 日（木）市老連グランドゴルフ大会 

ロマンの会メンバー１1人が参加します 

   場所は 秋葉台公園球技場 

 

 

 

井戸について考える 

私は御行町内会の防犯パトロール隊員の一員として、年数回町内のパトロールを行っています。 

廻っていますと井戸のある家が数軒目に着きます。井戸には、「藤沢市指定防災井戸」の証票が掲げられ 

そこには括弧書きで（この井戸水は生活用水として使えます）の注意書き。調べてみますと市が災害時に

水道水がストップした時に生活用水として使用するべく、一定の条件下で、補助金を出して、生活用水を

確保する目的があるようです。生活用水ですから「飲用」には使いません。その中の１軒、同じパトロー

ルお仲間のＭさん宅では、モーターで汲みあげる装置と、手漕ぎのポンプを兼ね備えた井戸をお持ちで、

庭の散水等に使用されているそうです。水質は市のお墨付きとの事ですが飲料には用いていないそうです。 

昔の片瀬のことは良く知りませんが、私の子供の頃の田舎では井戸は何処の家にも有り何の抵抗もなく 

飲料にも用いていました。水を汲むには、つるべ（釣瓶）と呼ばれる桶に縄や竿を付けて直接汲み上げる

方式、井戸の屋根に滑車）を付けてつるべ 2 個で交互に汲み上げる方式、そして手押しのポンプが有りま

した。つるべ式は井戸の上部が開放なので、スイカを丸ごと冷やすには大変便利です。何処の家でも子供

の仕事に、水汲みが有りました。水を汲んで（井戸は大概外にあった）台所まで運びます。その中でも重

労働なのが、バケツで水を運び風呂の水を張る作業。夕方「かつみ」（私の名前）と声が掛かると、たいて

いこの仕事、結構重労働なので、嫌で嫌でいつもビクビクしていた記憶が有ります。 

世の中少し裕福になり、電動ポンプが家庭に普及し、台所の流しに蛇口が付けれ、風呂にも配管が伸びて

水汲みの仕事から解放されてほっとしました。（実際は母親が私の数倍、水を頻繁に運んでいたのですが）

そして田舎にも公営水道が普及し井戸は少しずつ忘れ去られていきました。 

この連休に子供と孫を伴い久しぶりに田舎に行ってきました。思い出の井戸は、今では空き家となった  

母屋の片隅にポツンと寂しくと存在していました。 

花土さんにお聞きしたら、彼のお宅にも井戸は有るそうです。今は蓋をして外からは見えませんが一時水

まきように使用していたそうです。たしか熊野文子さんのお宅にも有った様な記憶が．．．．片瀬の地にも 

まだまだ沢山の井戸が存在するのでしょうね。 

井戸を題材にした言葉、逸話は数多く有ります。「朝顔につるべ取られて貰い水」。秋の日が沈む速さをつ

るべ落とし。今好評のＮＨＫドラマ、「真田丸」の上田城の真田井戸、この井戸はなんと抜け穴になってお

り、上田城の北、太郎山麓の砦につながっていたという説があります。第二次上田合戦で上田城が包囲さ

れた時、この抜け穴から兵糧を城内に運び込んだり、またこの井戸から徳川軍の背後に出て奇襲を行った

りしたそうです。さて結びです。どうでも良い事ですが日本に井戸さんと言う苗字の人は 

約 1370 人いて全体では 1283 位とのことです。１位は断トツ佐藤さんで 1,983,000 人  岩田記 

 

 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=48436&sw=%E5%A7%89%E5%BC%9F

